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秋田県

　

白
い
雪
が
降
り
積
も
る
屋
敷
の
門
前
で

勢
い
よ
く
燃
え
上
が
る
巨
大
な
炎
。
炎
の

ま
わ
り
に
群
れ
集
い
、
自
ら
も
ま
た
真
っ

赤
な
炎
を
振
り
ま
わ
す
男
た
ち
。
こ
れ
は

「
風ふ

う
ぞ
く
と
い
じ
ょ
う
こ
た
え

俗
問
状
答
」
に
描
か
れ
た
、
小
正
月

行
事
の
ひ
と
つ
で
あ
る
久
保
田
城
下
町
の

か
ま
く
ら
行
事
の
一
風
景
で
す
。

　

正
月
十
四
日
の
夕
暮
れ
、
木
の
ほ
ら
が

吹
き
鳴
ら
さ
れ
る
と
、
四
方
を
雪
壁
で
囲

ん
だ
内
に
積
ま
れ
た
門
松
や
飾
藁
に
火
が

焚
か
れ
ま
す
。
燃
え
さ
か
る
炎
は
米
俵
に

移
さ
れ
て
、
集
ま
っ
た
人
々
の
手
に
よ
り

振
り
ま
わ
さ
れ
ま
す
。
観
衆
の
若
者
達
も

加
わ
り
、
二
百
も
三
百
も
用
意
さ
れ
た
米

俵
は
、
次
か
ら
次
に
火
を
つ
け
ら
れ
て
振

り
ま
わ
さ
れ
続
け
ま
す
。
こ
の
夜
に
は
親

類
が
集
い
酒
宴
が
開
か
れ
、
見
知
ら
ぬ
者

も
交
え
て
明
け
方
ま
で
唄
や
踊
り
が
続
い

た
と
「
風
俗
問
状
答
」
は
伝
え
ま
す
。

　

町
人
町
で
は
と
き
に
喧
嘩
沙
汰
に
も
発

展
し
た
こ
の
光
景
で
す
が
、
江
戸
後
期
に

は
少
雪
を
理
由
に
か
ま
く
ら
の
火
焚
を
禁

ず
る
町
触
が
た
び
た
び
藩
か
ら
出
さ
れ
る

な
ど
、し
だ
い
に
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
「
風
俗
問
状
答
」
は
、文
化
十
一
年
（
一

八
一
四
）
に
那
珂
通
博
な
ど
に
よ
り
編
纂

さ
れ
、
江
戸
幕
府
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

竿
燈
や
ハ
タ
ハ
タ
な
ど
の
図
絵
を
含
み
、

江
戸
時
代
の
秋
田
の
年
中
行
事
や
風
習
を

紹
介
し
て
い
る
貴
重
な
資
料
で
す
。
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県
の
重
要
な
仕
事
の
ひ
と
つ
に
公
共
工

事
が
あ
り
ま
す
。
公
共
工
事
に
よ
る
県
道

な
ど
の
道
路
整
備
や
治
水
、
流
域
下
水
道

な
ど
は
、
県
民
の
生
活
の
向
上
の
た
め
に

不
可
欠
の
も
の
で
す
。
公
文
書
館
に
は
明

治
以
来
、
県
が
行
っ
て
き
た
公
共
工
事
に

関
す
る
膨
大
な
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
港
湾
の
整
備
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
秋
田
県
域
に
お
け
る
近
世

以
来
の
主
要
な
港
湾
で
あ
る
能
代
港
、
秋

田
（
土
崎
）
港
、
本
荘
港
は
、
そ
れ
ぞ
れ

米
代
川
・
雄
物
川
・
子
吉
川
と
い
う
大
河

川
の
河
口
に
あ
り
、
河
川
交
通
に
直
結
し

や
す
く
、
内
陸
と
の
物
流
に
有
利
で
あ
る

反
面
、
土
砂
が
堆
積
し
や
す
く
、
港
域
が

川
幅
に
制
限
さ
れ
大
型
船
の
入
港
が
難
し

い
な
ど
の
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の
が
、
江
戸
時
代

に
は
北
前
船
の
風
待
ち
の
良
港
と
し
て
知

ら
れ
た
船
川
港
で
し
た
。

　

秋
田
県
第
四
代
県
令
（
知
事
）
で
あ
っ

た
石
田
英
吉
は
、
明
治
十
一
年
、
工
部
省

へ
土
崎
・
八
郎
潟
と
と
も
に
船
川
の
築
港

を
前
提
と
し
た
測
量
を
申
請
し
て
お
り
、

工
部
大
学
生
に
よ
る
測
量
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

船
川
築
港
に
尽
力
し
た
人
物
に
、
明
治

村
出
身
の
県
議
会
議
員
大お

お
ひ
な
た

日
向
作さ

く
た
ろ
う

太
郎
が

い
ま
す
。
大
日
向
は
「
船
川
築
港
期
成
同

盟
会
」
を
結
成
し
、
船
川
港
建
設
の
一
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
明
治

三
十
年
に
は
同
会
の
発
会
式
を
秋
田
市
で

行
い
ま
し
た
。
当
館
所
蔵
の
「
船
川
築
港

期
成
同
盟
会
趣
意
書
」（
明
治
四
十
年
「
船

川
鉄
道
関
係
書
類
」9

3
0
1
0
3
-7
9
1
3

）

に
は
、
船
川
港
と
浦
塩
斯
徳
（
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ッ
ク
）
と
の
距
離
が
日
本
海
の
主
要

な
港
湾
の
中
で
最
も
近
い
こ
と
を
あ
げ
、

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
全
通
後
の
大
陸
と
の
貿
易

拡
大
を
見
据
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
を
視

野
に
入
れ
た
遠
大
な
構
想
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
賛
助
会
員
に
は
貴
族
院
議
長

近
衛
篤あ

つ
ま
ろ麿

、
公
爵
佐
竹
義よ

し
な
り生

（
旧
秋
田
藩

主
家
）、
三
菱
社
長
岩
崎
久ひ

さ

や彌
ら
、
政
軍

財
界
の
そ
う
そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
が
並
ん
で

い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
船
川
築
港
は
土
崎
港
改
修
問

題
と
時
期
が
重
な
り
、
ま
た
日
露
戦
争
に

よ
る
計
画
の
中
断
、
港
と
内
陸
を
結
ぶ
交

通
手
段
の
不
備
等
の
事
情
か
ら
、
計
画
は

思
う
よ
う
に
は
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
明
治
四
十
三
年
に
は
国
の
重
要

港
湾
に
指
定
さ
れ
、
大
正
三
年
に
船
川
港

修
築
に
対
す
る
国
庫
補
助
が
決
定
す
る
な

ど
、
徐
々
に
築
港
へ
の
環
境
が
整
え
ら
れ

ま
し
た
。
大
正
五
年
に
は
船
川
線
（
現
・

Ｊ
Ｒ
男
鹿
線
）
が
全
線
開
通
し
、
弱
点
と

さ
れ
た
内
陸
へ
の
交
通
の
便
が
格
段
に
向

上
し
ま
し
た
。

　

鉄
道
の
開
通
を
受
け
て
、
船
川
築
港
は

進
み
、
昭
和
二
年
に
は
第
二
種
重
要
港
湾

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
年
に
は
港

湾
法
に
も
と
づ
く
開
港
指
定
を
受
け
、
税

関
支
署
が
開
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
五
千

ト
ン
岸
壁
が
完
成
し
、
翌
年
に
は
現
在
の

港
湾
施
設
が
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
八
年
〜
平
成
七
年
に
か
け
て

は
、
国
家
石
油
備
蓄
基
地
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

近
年
、
公
共
工
事
は
と
か
く
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
で
捕
ら
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、

社
会
資
本
を
充
実
さ
せ
て
日
本
海
交
易
を

拡
大
し
よ
う
と
し
た
明
治
人
の
夢
は
現

在
、
国
際
コ
ン
テ
ナ
定
期
航
路
や
ソ
ウ
ル

へ
の
航
空
便
、
シ
ー
ア
ン
ド
レ
ー
ル
構
想

な
ど
に
よ
り
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

（
公
文
書
班　

煙
山
英
俊
）

資料番号 資料名 和暦 西暦 備考

930103
‐06347 第一課駅逓掛事務簿 明治11 1878 工部大学校生徒八

龍湖測量一件
930103
‐06109 船川大久保間鉄道調査 明治27 1894

930103
‐06116

船川灯台付属物諸建築要
書入 明治28 1895

930103
‐08363 第一課庶務係事務簿 明治28 1895 船川燈台一件 全

930103
‐07913 船川鉄道関係書類 明治30 1897

930103
‐06117 船川築港調査書 明治36 1903

930103
‐06118 船川港湾調査報告 明治41 1908 港湾調査ノ一

930103
‐06126 船川港湾調査書 明治41 1908 港湾調査ノ二

廣井博士案  
930103
‐06127 船川築港経済調査 明治42 1909

930103
‐08364 船川築港関係書類 明治42 1909 内務省書類ヨリ謄

写
930103
‐06119

船川築港期成全県有志大
会書類 明治43 1910 附実行委員会書類

930103
‐06124

船川築港同鉄道ニ関スル
調書往復書類 明治43 1910

930103
‐06125

船川港修築ノ儀ニ付港湾
調査会ニ付議方禀請書類 明治43 1910

930103
‐06092

船川鉄道施設ニ関スル書
類 大正05 1916 図面共 三冊ノ内

一
930103
‐09006 船川築港費歳出予算簿 大正06 1917 秋田県

930103
‐08365 船川埋立地関係書類 大正07 1918

930103
‐10572 秋田県々債台帳 大正10 1921 第二回(船川築港

債)
930103
‐05711 船川港利用関係 大正13 1924

930103
‐08366 船川埋立地貸附契約書 昭和04 1929

船
川
築
港
関
係
資
料

船
川
築
港
関
係
資
料

船
川
築
港
関
係
資
料

船
川
築
港
関
係
資
料

資
料
紹
介

船川港航空写真

船川築港関係書類一覧
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「
秋
田
県
庁
旧
蔵
古
文
書
」に
つ
い
て

「
秋
田
県
庁
旧
蔵
古
文
書
」に
つ
い
て

「
秋
田
県
庁
旧
蔵
古
文
書
」に
つ
い
て

「
秋
田
県
庁
旧
蔵
古
文
書
」に
つ
い
て

　

古
文
書
の
各
資
料
群
の
目
録
は
、
こ
れ

ま
で
仮
目
録
で
利
用
に
供
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
再
整
理
に
基
づ
い
た
資

料
群
ご
と
の
目
録
を
刊
行
し
ま
す
。

　

第
一
集
（
古
文
書
目
録
と
し
て
は
第
六

集
）
は
、「
秋
田
県
庁
旧
蔵
古
文
書
」
目

録
で
す
。
こ
れ
ま
で
「
秋
田
県
庁
旧
蔵
史

料
」
と
し
て
い
た
資
料
群
で
す
。
今
回
は

こ
れ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

秋
田
県
庁
が
作
成
・
保
管
し
て
き
た
文

書
は
、お
お
む
ね
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

の
廃
藩
置
県
を
境
に
公
文
書
と
古
文
書

に
分
け
ら
れ
て
、
県
庁
の
地
下
に
あ
る
記

録
書
庫
に
一
括
し
て
保
管
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
古
文
書
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
形
状

に
よ
り
三
種
類
（
簿
冊
類
は
県
Ａ
、
一
紙

物
は
県
Ｂ
、
絵
図
類
は
県
Ｃ
）
に
分
け
ら

れ
て
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
田
県
公
文
書
館
が
開
館
す
る
に
あ
た

り
、
古
文
書
類
は
す
べ
て
古
文
書
班
の
管

轄
と
し
て
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
点
数
（
枝
番
を
含
む
）
は
二
七
〇
五

点
で
す
。
内
訳
は
県
Ａ
が
四
二
四
点
、
県

Ｂ
が
一
一
〇
四
点
、
県
Ｃ
は
一
一
〇
五
点

で
、
そ
の
ほ
か
開
館
後
に
公
文
書
班
管
轄

か
ら
移
さ
れ
て
き
た
簿
冊
の
七
二
点
が
県

Ｄ
と
し
て
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
世
を
通
じ
て
秋
田
藩
庁
に
保
存
さ
れ

て
き
た
資
料
群
は
、明
治
二
年
の
段
階
で
、

一
部
は
藩
庁
に
残
さ
れ
、
一
部
は
佐
竹
家

に
分
け
ら
れ
、
一
部
は
藩
士
個
人
に
返
却

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

藩
庁
に
残
さ
れ
た
文
書
群
に
は
、
そ
の

後
の
県
政
に
と
っ
て
現
用
と
な
る
べ
き
も

の
と
し
て
、
境
界
の
関
係
や
戊
辰
の
戦
功

に
関
す
る
文
書
、
藩
士
の
系
図
に
関
す
る

も
の
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
領
域

に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
絵
図
な
ど
も
大

量
に
残
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
二
年
後

に
県
庁
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。（
資
料

群
の
主
な
資
料
は
「
館
だ
よ
り
」
第
四
号

を
参
照
し
て
下
さ
い
）

　

そ
の
後
、明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）

に
開
館
し
た
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
に

よ
っ
て
、
翌
年
か
ら
郷
土
資
料
の
収
集
が

始
ま
り
、
県
庁
に
保
管
さ
れ
て
い
た
古
文

書
の
貸
出
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
台
帳
と
な
っ
た
の
は
『
旧
書

籍
目
録
』（
資
料
番
号
九
三
〇
一
〇
三

－

一
二
二
五
五
）
で
す
。
こ
の
目
録
に
は
県

資
料
紹
介

Ａ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
「
旧
藩
引
送

諸
記
之
部
」
が
あ
り
、
二
六
四
点
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
六
七
点
が

図
書
館
へ
貸
し
出
さ
れ
郷
土
資
料
と
し
て

整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
時

点
で
未
整
理
で
あ
っ
た
資
料
が
半
分
以
上

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
目
録

が
現
在
の
目
録
に
直
結
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。（
詳
細
は
研
究
紀
要
第
一
六

号
を
参
照
し
て
下
さ
い
）

　

ま
た
、
Ａ
二
八
〇

－

六
九
と
し
て
図
書

館
の
郷
土
資
料
か
ら
移
管
さ
れ
た
「
秋
田

藩
家
蔵
文
書
」
六
一
冊
が
あ
り
ま
す
が
、

旧
古
文
書
目
録
で
は
三
ヶ
所
に
分
か
れ
て

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
蔵
文
書
四
〇
冊

（
こ
れ
が
藩
政
期
の
本
来
の
ま
と
ま
り
と

考
え
ら
れ
ま
す
）
と
、
別
に
文
書
目
録
一

冊
、
家
蔵
文
書
一
五
冊
と
あ
り
ま
す
。
図

書
館
に
貸
し
出
さ
れ
て
、
”
秋
田
藩
“
が

資
料
群
名
に
冠
さ
れ
、
六
一
冊
の
現
在
の

ま
と
ま
り
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
四
二
年

の
県
庁
の
書
庫
点
検
以
後
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
図
書
館
で
郷
土
資
料
を
Ａ
記
号
と
し

て
整
理
し
始
め
た
の
が
昭
和
二
十
九
年
か

ら
な
の
で
、
そ
の
時
点
で
は
家
蔵
文
書
は

図
書
館
へ
貸
し
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
藩
庁
の
文
書
の
う
ち
県

庁
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
は
、
県
庁
と
県

立
図
書
館
の
間
で
貸
出
・
返
却
を
し
な
が

ら
、
県
庁
の
記
録
書
庫
と
県
立
図
書
館
の

郷
土
資
料
と
し
て
残
り
、
当
館
に
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。一
方
、同
じ
く
藩
庁
に
あ
っ

た
文
書
で
佐
竹
家
に
残
さ
れ
た
も
の
は
、

千
秋
文
庫
（
東
京
・
九
段
）
に
移
さ
れ
た

一
部
を
の
ぞ
い
て
、
昭
和
二
十
六
年
に
県

立
図
書
館
に
譲
渡
さ
れ
、
佐
竹
文
庫
（
Ａ

Ｓ
記
号
）
と
し
て
整
理
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
資
料
群
も
当
館
開
館
時
に
移
管
さ
れ
ま

し
た
。（
来
年
度
に
目
録
刊
行
の
予
定
）

　

県
内
の
公
的
機
関
に
残
さ
れ
た
秋
田
藩

関
係
文
書
群
は
、
公
文
書
館
が
ほ
ぼ
一
括

し
て
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
一
部

が
今
回
目
録
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

（
古
文
書
班　

佐
藤　

隆
）
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だ
け
で
も
豊
富
な
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
公
文
書
館
職
員

の
仕
事
を
広
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
構
成
で
す
。

　

ま
た
、
展
示
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
中
で
公
文

書
館
資
料
の
効
率
的
な
利
用
方
法
を
解
説

し
た
り
、
館
所
蔵
の
昭
和
三
十
年
代
以
後

の
県
政
映
画
か
ら
交
通
関
係
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に

再
編
集
し
展
示
室
で
流
す
な
ど
新
た
な
試

み
も
行
い
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、

会
期
中
は
六
三
〇
〇
人
を
越
え
る
観
覧
者

が
あ
り
ま
し
た
。

　

陸
上
交
通
で
は
、
人
力
車
・
乗
合
馬

車
・
鉄
道
馬
車
・
路
面
電
車
・
鉄
道
・
自

動
車
・
自
転
車
と
オ
ー
ト
バ
イ
の
小
コ
ー

ナ
ー
に
分
け
、
関
係
す
る
県
庁
文
書
を
展

示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水
上
交
通
で
は
河

川
交
通
及
び
港
湾
、
航
空
交
通
で
は
新
旧

の
秋
田
空
港
に
関
係
す
る
資
料
を
展
示
し

ま
し
た
。
生
活
に
身
近
で
、
ど
こ
か
郷
愁

を
誘
う
「
交
通
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ

た
こ
と
が
、
観
覧
者
と
資
料
と
の
距
離
を

縮
め
た
よ
う
で
す
。

　

今
後
も
公
文
書
館
へ
の
理
解
を
広
げ
、

か
つ
利
用
者
の
資
料
閲
覧
に
役
立
つ
展
示

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
公
文
書
館
資
料
で
見
る
近
現
代
秋
田
の
交
通
」

平
成
二
十
一
年
度　

秋
田
県
公
文
書
館
企
画
展

懐
か
し
き
昭
和
30
年
代
の
秋
田

 

「
県
の
記
念
日
」
事
業
「
県
政
映
画
」
上
映
会

　

八
月
二
十
九
日
の
「
県
の
記
念
日
」
に

「
懐
か
し
き
昭
和
30
年
代
の
秋
田
―
『
県

政
映
画
』
上
映
会
―
」
と
題
し
、
昭
和
三

十
年
代
の
県
政
映
画
四
本
を
三
階
多
目
的

ホ
ー
ル
で
上
映
し
ま
し
た
。

　

秋
田
県
で
は
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五

五
）
か
ら
県
事
業
の
普
及
を
目
的
に
一
〇

分
程
度
の
県
政
映
画
を
制
作
し
、
県
内
市

町
村
の
各
映
画
館
で
本
編
の
幕
間
に
上
映

を
依
頼
し
て
い
ま
し
た
。
当
館
で
は
、
開

館
時
に
県
政
映
画
の
原
版
フ
ィ
ル
ム
を
引

き
継
ぎ
、
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
複
製
し
、

利
用
者
の
視
聴
に
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
上
映
会
で
は
、
昭
和
三
十
二
年

十
月
（
秋
）、
三
十
四
年
一
月
（
冬
）、
三

十
六
年
三
月
（
春
）、三
十
九
年
七
月
（
夏
）

の
「
県
政
ニ
ュ
ー
ス
」
四
本
を
選
び
ま
し

た
。
一
本
が
一
〇
分
間
で
四
〇
分
ほ
ど
の

短
い
上
映
会
で
し
た
が
、
事
前
か
ら
問
い

合
わ
せ
の
電
話
が
多
く
、
当
日
は
五
七
名

の
方
が
秋
田
市
内
外
か
ら
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
普
段
、
県
政
映
画
の
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ

Ｄ
は
当
館
閲
覧
室
ビ
デ
オ
ル
ー
ム
の
一
人

用
モ
ニ
タ
ー
で
視
聴
で
き
ま
す
。
し
か
し

今
回
は
、
昔
さ
な
が
ら
大
勢
一
緒
に
ス
ク

リ
ー
ン
で
見
る
こ
と
で
、
か
つ
て
映
画
館

で
本
編
映
画
の
幕
間
に
上
映
さ
れ
た
県
政

映
画
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
方
々
が
、
昔
の
秋
田
の

風
景
や
人
び
と
の
表
情
を
見
て
、
一
緒
に

笑
っ
た
り
懐
か
し
ん
だ
り
し
た
会
場
の
和

や
か
な
ム
ー
ド
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

特
に
三
十
二
年
の
鎧
畑
ダ
ム
竣
工
、
三
十

六
年
の
南
米
移
住
者
出
発
の
映
像
は
、
会

場
の
参
加
者
に
は
感
慨
深
い
も
の
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
公
文
書
館
の
所
蔵
資
料
と
し

て
県
政
映
画
の
映
像
も
貴
重
な
記
録
で
す

の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
利
用
が
さ
ら
に
増

加
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

前
期　

八
月
二
十
九
日
〜
九
月
二
十
三
日

後
期　

十
一
月
十
三
日
〜
三
十
日

場
所　

当
館
特
別
展
示
室

　

本
企
画
展
で
は
、
生
活
に
身
近
な
「
交

通
」
を
切
り
口
と
し
て
、
歴
史
資
料
と
し

て
貴
重
な
秋
田
県
庁
文
書
の
一
端
を
紹
介

し
ま
し
た
。
大
き
く
「
陸
上
交
通
」「
水

上
交
通
」「
航
空
交
通
」
に
分
け
、
最
後

に
「
公
文
書
が
歴
史
資
料
に
な
る
ま
で
」

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
交
通
関
係
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古文書入門コースA

平
成
二
十
一
年
度
第
二
回
公
文
書
館
懇
話
会

　

当
館
の
業
務
運
営
に
関
す
る
情
報
交
換

を
目
的
に
、
学
識
経
験
者
、
利
用
者
及
び

市
町
村
推
薦
の
委
員
で
構
成
す
る
懇
話
会

を
年
二
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十

一
年
度
は
委
員
改
選
を
行
い
、
新
座
長
の

渡
辺
英
夫
氏
（
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部

教
授
）
は
じ
め
七
名
の
顔
ぶ
れ
に
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
二
十
一
年
六
月
十
七
日
（
木
）
に

第
一
回
、十
二
月
三
日（
木
）に
第
二
回
を
、

当
館
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。 

第
二
回
懇
話
会
の
案
件
は
「
平
成
二

十
一
年
度
中
間
報
告
」「
公
文
書
管
理
法

に
つ
い
て
」「
情
報
・
意
見
交
換
」
の
三

つ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
活
発
な
質
疑
応

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
平
成
二
十
一
年
度
中
間
報
告
」
に
関

す
る
質
疑
応
答
で
は
、
潜
在
的
利
用
者
層

の
掘
り
起
こ
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
対

策
、
ま
た
ル
ー
ツ
探
し
等
の
調
査
先
と
し

て
公
文
書
館
を
紹
介
す
る
方
法
ほ
か
に
つ

き
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
公
文
書
管
理
法
に
つ
い
て
」
は
、
平

成
二
十
一
年
七
月
一
日
に
公
布
さ
れ
た

「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」
に

関
し
、
事
務
局
か
ら
法
律
の
条
文
と
趣
旨

を
説
明
し
た
も
の
で
す
。
法
律
は
主
に
国

の
公
文
書
を
対
象
と
し
、
作
成
か
ら
公
文

書
館
で
の
保
存
公
開
ま
で
一
連
の
公
文
書

管
理
を
徹
底
し
た
も
の
で
す
が
、
第
三
四

条
で
地
方
公
共
団
体
の
文
書
管
理
も
規
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
点
に
関
し
、
県
や
市

町
村
で
の
対
応
は
ど
う
な
る
か
熱
心
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
情
報
・
意
見
交
換
」
で
は
当
館
刊
行

物
の
頒
布
や
企
画
展
な
ど
が
話
題
に
な
り

ま
し
た
。
会
議
録
と
会
議
資
料
に
つ
い
て

詳
細
は
当
館
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま

す
の
で
御
覧
く
だ
さ
い
。

公
文
書
館
講
座

平
成
二
十
一
年
度

平
成
二
十
一
年
度
第
二
回
公
文
書
館
懇
話
会

平
成
二
十
一
年
度
第
二
回
公
文
書
館
懇
話
会

平
成
二
十
一
年
度
第
二
回
公
文
書
館
懇
話
会

平
成
二
十
一
年
度
第
二
回
公
文
書
館
懇
話
会

　

当
館
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
の
「
公

文
書
館
講
座
」
を
左
表
の
と
お
り
三
コ
ー

ス
制
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

三
コ
ー
ス
あ
わ
せ
て
、
の
べ
三
七
八
名

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
も
、
よ
り
充
実
し
た

講
座
を
準
備
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々

か
ら
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　はじめて古文書を学ぶ方を対象に、６回
連続で実施

実　　施　　日
第1回  6/27(土)　　　第2回　7/11(土)
第3回  7/25(土)　　　第4回　8/ 8(土)
第5回  8/22(土)　　　第6回　9/ 5(土)

実施日 テ  ー  マ
第1回 7/28(火) 藩主夫人の手紙と遺言状を読む

第2回 8/11(火) 秋田藩の財政難について
　～「土屋知虎日記」を通して～

第3回 8/25(火) 「伊頭園茶話」が綴る
　　　　近世秋田の暮らし・続

第4回 9/ 8(火) 八月十八日の政変と秋田藩
　～藩官僚層の対応をめぐって～

実施日 テ  ー  マ

第1回 10/ 2(金) 江戸後期の農村行政
　～郡方吟味役の日記を読む～

第2回 10/16(金) 発見!秋田の天保国絵図
　～公文書館所蔵絵図の紹介と活用～

第3回 10/30(金)
湖上の決着
　～十和田湖漁業権問題と
　　　　　　　　　和井内貞行～

第4回 11/13(金) 鉄道馬車、秋田を走る
　～平成21年度企画展より～

アーカイブズコースC

古文書解読コースB 　これまでに古文書を読んだ経験のある
方、現在勉強されている方を対象に実施

　歴史資料や公文書館の諸活動に興味・
関心のある方を対象に実施
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る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
保
存
期
間
を
経
過
し

公
文
書
の
公
開
や
、
公
文
書
館
を
設
置
す

る
際
に
生
じ
る
諸
問
題
等
に
つ
い
て
熱
心

な
討
論
と
な
り
ま
し
た
。

　

情
報
交
換
で
は
市
町
村
合
併
を
経
て
庁

舎
の
統
合
が
行
わ
れ
た
八
峰
町
・
美
郷
町

か
ら
、
統
合
の
際
の
公
文
書
移
動
・
整
理

等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

公
文
書
管
理
法
の
公
布
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
県
内
で
も
公
文
書
や
歴
史
資
料
の

保
存
に
つ
い
て
関
心
が
高
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
当
館
と
し
て
も
情
報
の
共
有
化
に
努

め
る
と
と
も
に
資
料
保
存
の
動
き
を
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用

推
進
会
議
は
、
市
町
村
の
公
文
書
・
歴
史

資
料
担
当
者
を
対
象
に
情
報
交
換
を
行
う

目
的
で
、
当
館
で
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。今
年
度
は
十
一
月
四
日
に
開
催
し
、

十
七
市
町
村
か
ら
三
十
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

昨
年
六
月
に
公
文
書
管
理
法
が
成
立
し

ま
し
た
。
こ
の
法
は
、
国
に
お
け
る
公
文

書
管
理
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
が
、

そ
の
重
要
性
は
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
り
、
今
後
は
条
例
化
や
保
存
・

利
用
に
向
け
た
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ

て
来
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
年
度
は
、
行
政
法
が
ご
専
門

で
公
文
書
管
理
や
情
報
公
開
制
度
に
詳
し

い
、
大
宮
法
科
大
学
院
大
学
の
早
川
和
宏

准
教
授
を
お
迎
え
し
、「
自
治
体
に
お
け

る
文
書
管
理
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
公
文
書
管
理
の
法
的
根
拠
、

公
文
書
管
理
法
の
内
容
と
問
題
点
、
文
書

管
理
制
度
の
現
状
と
条
例
制
定
の
必
要
性

な
ど
を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
住

民
・
組
織
・
自
治
体
職
員
の
そ
れ
ぞ
れ
に

と
っ
て
、
適
切
な
公
文
書
管
理
が
行
わ
れ

公
文
書
の
引
渡
し
・
公
開
状
況

　

県
の
各
部
署
で
作
成
さ
れ
県
庁
舎
地
下

書
庫
な
ど
で
保
存
さ
れ
て
い
る
公
文
書

は
、
保
存
期
間
経
過
後
に
公
文
書
館
へ
毎

年
引
き
渡
さ
れ
て
き
ま
す
。

　

前
年
度
引
渡
し
を
受
け
た
公
文
書
の
総

数
は
、
下
表
の
と
お
り
約
九
千
件
で
す
。 

　

こ
れ
ら
は
、
当
館
独
自
の
選
別
基
準
に

よ
り
評
価
・
選
別
を
行
い
、
後
世
に
継
承

す
べ
き
県
政
資
料
と
な
る
公
文
書
な
ど
約

千
件
を
、
利
用
者
へ
の
公
開
等
に
備
え
て

当
館
の
書
庫
に
保
存
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
公
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る

も
の
の
う
ち
、
作
成
後
三
十
年
経
過
し
た

公
文
書
に
つ
い
て
は
、
毎
年
利
用
者
へ
の

公
開
に
向
け
て
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

侵
害
す
る
情
報
が
あ
る
か
ど
う
か
を
主
眼

に
点
検
し
、作
成
原
課
と
の
協
議
を
経
て
、

目
録
作
成
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録
な
ど
公

開
に
向
け
た
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
公
開
対
象
と
し
た
公
文
書
・
行
政

資
料
等
の
内
訳
は
下
表
の
と
お
り
で
、
合

計
約
四
千
二
百
件
で
す
。
ど
な
た
で
も
カ

ウ
ン
タ
ー
へ
閲
覧
請
求
の
上
原
本
を
（
非

公
開
情
報
は
被
覆
の
上
）
ご
覧
に
な
れ
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
町
村
公
文
書・歴
史
資
料
保
存
利
用
推
進
会
議

市
町
村
公
文
書・歴
史
資
料
保
存
利
用
推
進
会
議

市
町
村
公
文
書・歴
史
資
料
保
存
利
用
推
進
会
議

市
町
村
公
文
書・歴
史
資
料
保
存
利
用
推
進
会
議

平成21年新規公開状況 平成20年度引渡し・保存状況

公
開
内
訳

公 文 書 2,016件

秋田県公報・
行 政 刊 行 物 1,022件

寄贈・寄託資料 126件

公文書のマイクロ
フィルム複製物 1,034件

引渡件数 保存件数 保存率

知事部局
から

8,826件
(13,495冊)

1,002件
(1,434冊)

11.4％

教育庁
から

132件
(150冊)

72件
(87冊)

54.5％

合　計 8,958件
(13,645冊)

1,074件
(1,521冊)

12.0％
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ま
す
。
そ
し
て
、
辞
職
願
を
携
え
て
登
城

す
る
と
、
今
度
は
辞
職
し
な
い
で
良
い
と

言
わ
れ
ま
す
。

　

真
相
究
明
に
乗
り
出
し
た
宇
都
宮
は
、

自
分
の
下
城
後
、
藩
主
一
門
の
佐
竹
中な

か
つ
か
さ務

が
政
権
を
奪
取
し
、
家
老
全
員
の
馘
首
を

画
策
し
た
事
実
を
知
り
ま
す
。
し
か
し
藩

主
側
近
の
説
得
に
よ
っ
て
藩
主
佐
竹
義
睦

が
中
務
に
同
意
し
な
か
っ
た
た
め
、
宇
都

宮
は
辞
職
せ
ず
に
済
む
の
で
し
た
。

　

翌
日
、
政
権
奪
取
を
試
み
た
佐
竹
中
務

が
逆
に
隠
居
処
分
と
な
り
ま
す
。
こ
の
後

佐
竹
中
務
は
処
分
撤
回
の
政
治
工
作
を
開

始
し
ま
す
が
、
宇
都
宮
は
中
務
を
抑
え
、

最
終
的
に
筆
頭
家
老
に
出
世
し
ま
す
。

　

失
脚
の
危
機
を
乗
り
越
え
た
家
老
の
手

腕
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

も
相
止や

み

候

地
震
発
生
時
、
宇
都
宮
孟
綱
は
寝
て
い
ま

し
た
。歩
く
こ
と
も
で
き
な
い
揺
れ
の
中
、

息
子
の
房
吉
と
共
に
庭
へ
出
ま
す
。
そ
し

て
着
替
え
て
奥
へ
行
き
、

奥
御
坐
之
間
御
庭
へ
御
姫
様
御
立
退

被あ
そ
ば
さ
れ遊

、
何
之
御
障
も
不あ

ら
せ
ら
れ
ざ
る

被
為
在
御
模
様

ニ
付つ

き

奉
き
ょ
う
え
つ
に
た
て
ま
つ
り

恐

悦
候
、
同
処
御
近
ク
へ

罷
出
候
所
、
早
速
出
殿
御
満
悦
之の

由
、

御
意
有こ

れ
あ
り之

御
機
嫌
能よ

く
い
ら
あ
せ
ら
れ

被
為
入
奉
恐
悦
候

旨む
ね

申
上
候

と
、
姫
様
（
佳
姫
、
後
に
宇
和
島
藩
主
と

な
る
伊
達
宗む

ね

え徳
に
嫁
ぐ
）
の
安
否
を
確
認

し
ま
す
。

　

続
い
て
市
中
で
は
火
災
が
発
生
し
ま
す

が
、
幸
い
藩
邸
は
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な

く
終
わ
り
ま
す
。

２ 

失
脚
の
危
機
を
乗
り
切
る

　

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
五
月
二
十
一

日
、
普
段
通
り
帰
宅
し
た
宇
都
宮
孟
綱
に

久
保
田
城
か
ら
使
者
が
来
ま
す
。
使
者
の

口
上
は
「
病
気
を
理
由
に
家
老
を
辞
職
せ

よ
」
と
の
こ
と
。
突
然
の
辞
職
勧
告
に
本

人
は
ビ
ッ
ク
リ
。

　

訳
の
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
「
先
頃
よ
り
眩め

ま

い暈

煩わ
ず
ら
い

候
付
、
医
者
臼
井
禎
庵
薬
服
用
致

い
た
し

候

得
共
、
相あ

い
か
わ
る
ぎ
こ
れ
な
く

替
儀
無
之
」
と
、
め
ま
い
を
理

由
に
辞
職
す
る
と
い
う
口
上
書
を
作
成
し

　

宇う
つ
の
み
や

都
宮
孟た

け
つ
な綱（
一
八
〇
一
〜
一
八
九
一
）

は
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
家
老

に
就
任
し
、
秋
田
藩
政
の
中
心
で
活
躍
し

た
人
物
で
す
。
宇
都
宮
の
日
記
は
一
二
七

冊
あ
り
、
天
保
十
二
年
六
月
二
十
九
日
の

家
老
就
任
前
日
か
ら
、
明
治
元
年
（
一
八

六
八
）
末
に
到
る
二
十
八
年
間
の
内
容
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
文
書
館
で
は
平
成
十
七
年
度
か
ら

『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』
の
刊
行
事
業
に
着

手
し
、
現
在
第
一
巻
か
ら
第
五
巻
（
安
政

五
年
（
一
八
五
八
）
四
月
二
十
九
日
ま
で
）

を
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　

秋
田
藩
家
老
宇
都
宮
孟
綱
は
、
幕
末
日

本
を
ど
の
よ
う
に
見
、
生
き
た
の
か
？
こ

こ
で
は
、
最
新
の
『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』

第
五
巻
か
ら
、そ
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

１ 

安
政
の
大
地
震

　

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
十
月
二
日
、

午
後
十
時
頃
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
九

と
推
測
さ
れ
る
大
地
震
が
江
戸
を
襲
い
ま

す
。
倒
壊
家
屋
約
一
万
戸
、
死
者
約
四
三

〇
〇
人
と
い
う
被
害
を
出
し
た
地
震
を
江

戸
家
老
を
勤
め
て
い
た
宇
都
宮
孟
綱
は
、

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

夜
四
ツ
時
過す

ぎ

俄
ニ
大
地
震
、
能よ

く
ふ
せ
お
り

臥
居
候

処と
こ
ろ

ゆ
へ
一
向
夢
中
之
様
ニ
存
候
、
未

曽
有
之
地
震
故ゆ

え

、
中
々
歩
行
候
事
も

不あ
い
な
ら
ず

相
成
、
真
之の

闇
ニ
有
、
漸

よ
う
や
く

房
吉
同

様
玄
関
前
江へ

罷
出
候
、
其
節
は
最も

は

や早
震

 『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』
第
五
巻
に
つ
い
て

刊
行
物
の
紹
介

 『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』
第
五
巻
に
つ
い
て

 『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』
第
五
巻
に
つ
い
て

 『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』
第
五
巻
に
つ
い
て

『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』
は
、
各
巻

五
千
円
で
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。
二

巻
か
ら
は
、
全
文
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ

が
入
っ
た
Ｃ
Ｄ―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
が
付
い
て

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

〒
〇
一
一―

〇
九
〇
一

　

秋
田
市
寺
内
三
千
刈
一
一
〇―

一

　

秋
田
活
版
印
刷
株
式
会
社

　

電
話
〇
一
八（
八
八
八
）三
五
〇
〇
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閲
覧
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
す
ま
す
充
実
し
ま
し
た
! !

●
資
料
検
索
デ
ー
タ
の
追
加

　

明
治
二
十
二
〜
平
成
十
二
年
の
「
秋

田
県
報
」「
秋
田
県
公
報
」
の
件
名
情
報
、

お
よ
び
「
秋
田
県
議
会
会
議
録
」(
明
治

十
二
〜
昭
和
二
十
年)

の
議
案
・
議
会
意

見
書
に
つ
い
て
の
件
名
情
報
約
十
四
万
件

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
閲
覧
室
及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
検
索
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
県
政
の
基
本
情
報
で
あ
る
県

公
報
及
び
県
議
会
の
検
索
性
が
飛
躍
的
に

向
上
し
ま
し
た
。

●
閲
覧
室
展
示
の
開
催

　

閲
覧
室
内
で
は
、
所
蔵
資
料
を
紹
介
す

る
小
規
模
な
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
世
の
絵
図
や
明
治
・
大
正
期
の
公
文

書
、「
県
政
ニ
ュ
ー
ス
」
を
中
心
と
し
た

昭
和
の
懐
か
し
い
映
像
な
ど
を
、
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
昨
年

は
、「
由
利
本
荘
・
に
か
ほ
」「
湯
沢
・
雄
勝
」

「
天
皇
陛
下
御
在
位
二
十
周
年
記
念
展
示
」

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
の
展
示
も
ど
う
ぞ

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

●
開
架
複
製
資
料
の
追
加

　

閲
覧
室
内
で
自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
る

複
製
資
料
が
さ
ら
に
充
実
し
ま
し
た
。

　
「
北
家
御
日
記
」(

県
文
化
財)

の
全
冊

マ
イ
ク
ロ
化
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
閲
覧
の
み
可
能
で
あ
っ
た

「
秋
田
家
史
料
」「
介
川
東
馬
日
記
」
な
ど

の
複
製
本
を
開
架
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
正
保
国
絵
図
」「
元
禄
国
絵
図
」

「
天
保
国
絵
図
」
の
大
型
絵
図
は
、
分
割

撮
影
の
う
え
写
真
帳
を
作
成
し
ま
し
た
。

P●1

J
R
秋
田
駅

千秋公園

広小路

中央通り
●
北
都
銀
行

　

本
店

秋田中央道路
旭北出入口

●
秋
田
銀
行
本
店

●
秋
田
県
庁

秋
田
市
役
所
●

秋
田
県
立
体
育
館
●

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
●

国
道
７
号
線

J
A（
農
協
）ビ
ル
●

●
秋
田
市
文
化
会
館

●
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

／
児
童
会
館

山王大通り←秋田南バイパスへ

秋
田
県

公
文
書
館

P●2

平
成
二
十
一
年
度

公
文
書
館

◆
開
館
時
間

【
平 

日
】

10
時
〜
20
時
（
４
月
〜
10
月
）

10
時
〜
19
時
（
11
月
〜
３
月
）

【
土
・
日
、
祝
日
】

10
時
〜
18
時
（
通
年
）

◆
平
成
22
年
度
の
休
館
日

４
／
１
・
５
／
６
・
６
／
１
・
７
／
１
・

８
／
２
・
９
／
１
・
10
／
１
・
11
／
１
・

２
／
１
・
３
／
１

年
末
年
始（
12
月
28
日
〜
１
月
３
日
）

特
別
整
理
期
間（
12
月
１
日
〜
８
日
）

利
用
案
内

こ
の
印
刷
物
は
一
、五
〇
〇
部
作
成
し
、 

そ
の
経
費
は
一
部
当
り
三
七
・
八
円
で
す
。

・
鈴
木
家
文
書(

秋
田
市)

  

亀
田
藩
八
田
村
の
肝
煎
を
つ
と
め
た 

鈴
木
家
の
伝
来
文
書
。

(

現
在
整
理
中
に
つ
き
未
公
開)

編集発行：秋田県公文書館
〒010-0952 秋田市山王新町14-31　電話018(866)8301
URL http://www.pref.akita.lg.jp/kobunsyo/

周辺案内図

古文書相談日のご案内
日　時　毎月第２・第４火曜日
　　　　13:00～16:00（受付は15:00まで）

受　付　公文書館
　　　　　　閲覧室カウンター（2階）

会　場　公文書館
　　　　　　特別閲覧室1(2階)

相　談　古文書の解読、内容相談など
（ただし、資料の全文解読、書画等の解

読、価格評価・鑑定、懸賞や学習課題

の回答に関する相談は除きます。）

その他　なるべく事前連絡をお願いします。
相談は一人30分以内を目安とし
ます。

問合先　秋田県公文書館
　　　　　　　　「古文書相談」係
　　　　TEL 018（866）8301

古文書相談日のご案内古文書相談日のご案内古文書相談日のご案内

寄
贈
資
料


